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地域の活動　掲示板　11 月

✿参加しませんか？　地域イベント
荒尾干潟探訪

ふれあいげんき祭り

　荒尾干潟探訪は蔵
満海岸で開催され、
80人ほどが参加し
ました。参加者は干
潮の干潟を眺めなが
ら、海岸を散策した
り、干潟の説明を受
けたりして、荒尾干
潟を満喫していまし
た。

　ふれあいげんき祭
りは桜山小体育館で
開催され、500人ほ
どが訪れました。子
どもみこしがオープ
ニングを飾ったあ
と、地域住民による
歌や踊りなどの披露
やバザーが行われ、
盛り上がりました。
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問くらしいきいき課市民応援係
☎ 63-1395

イベント名 日時 場所・主催

府本地区敬老会 3日（日）
午前11時～

府本小体育館
府本地区協議会

グラウンドゴルフ大会 10日（日）
午前9時～

総合福祉センター
グラウンド

井手川地区元気づくり会

荒尾地区健康づくり
レクリエーション大会

10日（日）
午前9時～

荒尾第一小グラウンド
荒尾地区協議会

グラウンドゴルフ大会
17日（日）
午前9時～

（午前8時30分受付）
旧第三小グラウンド
万田中央地区協議会

ビーチボールバレー
大会

24日（日）
午前9時～

荒尾第四中体育館
八幡地区協議会

（10月15日現在）

主催　桜山げんきかい

主催　みどりが丘元気かい

1_ 地元の子どもたちが舞う
「上小路子ども神楽」2_弓削
田健介さんのコンサート。心
にしみる美しい歌声が響き
渡っていました。3_海陽中茶
道部の生徒が、生家の庭でお
いしい抹茶を振る舞いました。
4_行灯や竹灯篭などに明かり
がともされました。
※ 1は「記念式典」。2 ～ 4は
　「音と光の祭典」。

先人の思いに触れる
～宮崎兄弟の生家施設開館 20 周年記念式典　＆　第 8 回 音と光の祭典 in 宮崎兄弟生家～

宮崎兄弟の生家施設で、開館 20 周年記念式典
と音と光の祭典は同時開催されました。記念式
典では、資料提供などで協力いただいた人たち
へ感謝状を贈呈しました。また、日本女子大学
名誉教授の久保田文次さんの記念講演も行われ
ました。一小校区元気づくり委員会主催の音と
光の祭典では、楽団による演奏や小学生による
合唱などが行われ、にぎわいました。夕方にな
ると行灯などに明かりがともされ、会場は幻想
的な雰囲気に包まれていました。
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秋の味覚　金山産カライモを満喫
　　　　　　　　　　～カライモ掘り大会～9/29

府本地区協議会主催のカライモ掘り大会は、
金山下区のカライモ畑で行われました。同大会
で掘られるカライモの苗は、農業や食の大切さ
を学ぶため、府本小の 6 年生が苗床づくりから
携わって育てたものです。
地区内外から 300 人ほどが訪れ、金山の赤土
から採れる大ぶりのカライモの収穫を楽しみま
した。また、会場ではふかしたカライモやカラ
イモ入りカレーなどが振る舞われ、参加者は地
域の秋の味覚を満喫しました。

▶
梨
の
糖
度
は
例
年
通
り
。
暑
い
日
が
続

い
た
た
め
、
旬
の
時
期
が
早
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

自慢の荒尾梨で競う
　　　　　　　　　　　　～荒尾梨品評会～9/28

JA たまなと荒尾梨部会は、特産品である荒尾
梨「新高」の品質向上とＰＲを図るため、毎年
荒尾梨品評会を行っています。あらおシティモー
ルで開催された品評会には、市内の梨農家 92 軒
が腕によりをかけた自信作を出品し、品質を競
いました。梨は糖度や硬度、形、食味などの基
準に基づいて審査され、10 点の入賞と 1 点の
ジャンボ賞が決定しました。
会場の外では、梨の試食即売会などのＰＲイ
ベントも開催され、多くの人でにぎわいました。
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感動のステージをお届け
　　　　 ～創作ステージ「荒尾干潟物語」～

10/20

創作ステージ「荒尾干潟物語」は文化センター
で上演され、900 人ほどが訪れました。５回目
を迎えた今回は、朗読・バレエ・歌・映像・音
楽などで、荒尾干潟の素晴らしさを表現。私た
ちの海がかけがえのない地球の宝ものであるこ
とを伝えました。舞台上には干潟が広がり、た
くさんの渡り鳥が飛び交うなど、見る人を「荒
尾干潟物語」の世界へ誘いました。
来場者は「大切な自然を子どもたちに残して

いきたいと感じました」と感想を寄せました。
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ジャンボナシを給食で堪能
　　　　～学校給食「デザート梨の日」～

9 日と 10 日を「デザート梨の日」とし、特産
品である荒尾梨「新高」を給食で提供しました。
これは、学校給食センターが食育の一つとして
取り組む恒例行事で、市内の小中学生や支援学
校の生徒、長洲町の小中学生 6,200 人ほどが味
わいました。前畑市長や教育委員も荒尾第三中
学校で生徒たちと一緒に給食を楽しみました。
生徒たちは「梨は大好きなので、毎日のように
食べています。給食でも食べられて嬉しい」と、
笑顔で話していました。
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